
四国圏では、No.1～10の各プロジェクトにおいて、推進状況が目に見え、また他の取組へのインセンティブとなるような
代表的取組として、「リーディングプログラム」を選定し、重点的に取り組んでいる。
このうち、No．7プロジェクトについては、「中山間地域における地域防災力の強化」をリーディングプログラムとして取組
を進めてきたが、取組としては終了している状況であるため、今後は、「かがわ『里海』づくり協議会」が進めている取組
を新たなリーディングプログラムとして位置付け推進していくこととした。

平成24年度広域地方計画の推進状況における注目点【四国圏】

名 称 ： 中山間地域における地域防災力の強化
チーム名： 四国地方整備局
概 要 ： 災害時における初期行動を行うための情報（人材、重

機、資機材、避難場所等）を共有化するとともに、集落
毎の防災力を評価し、保全等を推進する。

名 称 ： 「里海」づくりの取組
チーム名： かがわ「里海」づくり協議会
概 要 ：山・川・里（まち）・海をつなげる取組みを住民や関係者が

連携・協働のもと総合的に進める。

○今後の取組予定
次の6つのポイントを

重点的に実施し、持続
可能な取組みを支える
基盤整備を行う。

・推進体制の構築
・理念の共有・取組み
への反映
・意識の醸成
・人材育成
・ネットワーク化
・データに基づく順応
的管理

災害時の初動活動を行うため
の防災リソースマップを作成
（人材、重機・資機材、避難所
等の施設配備の現状把握）

集落毎防災力ｱｾｽﾒﾝﾄを実施
・各集落の警戒避難体制の強化
・人命保護上重要な施設の保全
・防災基幹集落を重点的に保全

地域防災力を向上

○これまでの取組状況
・「地域防災力の検討を支援する手引き」をモデル自治体へ提供。
・「地域防災力（地元企業）活用審査型総合評価方式の試行」 ※を実施。

※「地域防災力（地元企業）活用審査型総合評価方式の試行」
地域に精通した優良な地元企業が施工することで、中山間地域における地域災力の維持・
強化を目指し、元請業者と併せて地元一次下請け企業を評価することにより地元企業の健
全な育成を促進することを目的としたもの。

○平成２５年度の取組状況
・かがわ「里海」づくり協議会を設置し、里海づくりの方向性を明確にする
ためのビジョン策定・共有化

・山・川・里（まち）・海のそれぞれの地域で環境保全活動に取組む各団体
のネットワーク化

・関係者の協働による海ごみ対策、里山整備の促進、生活排水対策等の
実施（変更）

No.7 「中山間地域・島しょ部活性化プロジェクト」 リーディングプログラムの変更



四国圏では、平成24年度モニタリングにおいては、計画の指針性を一層高めるために、次の改善を実施した。
まず、圏域を取り巻く状況に関しては、指標の追加により充実を図っている。全国共通の指標のほか四国圏独自
の指標も追加して、より的確に状況・課題の把握を行った。
各プロジェクトの進捗状況においては、指標値推移の要因分析を実施し、課題を把握することとした。
また、「プロジェクトの課題と今後の取組の方向」については、PDCA方式の点検結果を用いることにより、マネジメ
ントの強化を図った。
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【参考】PDCAの点検結果例

－ ４ －※赤字は過年度から変化がみられた箇所


